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人口の動き

9月 1日現在 前月比

計

数
口

男

女

帯

人

世

6 3，6 5 3 + 191 
3 0，5 9 0 + 93 
3 3，0 6 3 十 98

1 7，6 2 3 + 26 
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県立公園・野岳湖

県立公園 ・野岳湖で10月8目、 12年ぶり堤干しが行

われ、 約 3，000人の見物客でにぎわいました。

野岳湖は、 今年のような異常干ばつでも水田 100ヘ

クタ ーノレに用水を供給してきたものの、 いよいよカラ

ッポになったため、 水利組合 (太田実組合長)が行っ

たものですが、 若者たち50人が堤に入り 泥ん乙になっ

て 1メートル近 くもある大ゴイなどを生け捕っていま

しfこ。

すくいあげたコイやフナなどピチピチはねており.

競りにかけられ格安で売られていました。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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市営球場

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

(
大
村
部
隊
音
楽
隊
V

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
l
ズ

(
向
陽
高
等
学
校
)

民
踊
道
行

(
連
合
婦
人
会
〉

樽
み
こ
し

(
主
管
大
村
青
年
会
議
所
〉

鈴
田
浮
立

(
鈴
田
浮
立
日
焼
保
存
会
)

獅
子
舞

(
獅
子
舞
保
存
会
)

13時からI 1月3日

沖
田
踊
り

(
沖
田
踊
保
存
会
)

女
相
撲
甚
句

(
松
原
浦
相
撲
甚
句
保
存
会
)

川
守

4大
村
ヨ
カ
ヨ
カ
音
頭

9
J
待
望
の
レ
コ
ー
ド
化

か
ね
ち
か
ら
多
く
の
人
の
希
枚
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
山

川
望
が
あ
っ
て
い
た
，
大
村
ヨ
カ
で
阜
自
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

日
一
ヨ
カ
音
頭
d

の
レ
コ
ー
ド
が
で
申
込
先
大
村
市
観
光
協
会

~

き

ま

し

た

。

曾

②

l
三
六

O
五
山

一
枚
八
百
円
で
販
売
し
ま
す
。

※
お
か
あ
さ
ん

お
う
ち
の
力
ギ
は

仮
装
カ
ー
ニ
バ
ル

(
大
村
駐
屯
四
部
隊
、
九
電

長
崎
空
港
ビ
ル
、
新
幹
線
期

成
会
、
国
際
空
港
化
期
成
会
)

中
小
企
業
退
職
金
制
度
に
ー
ー
」

加
入
し
ま
し
ょ
う

llL

依
然
と
し
て
厳
し
さ
の
続
く
経

済
環
境
に
あ
っ
て
、
企
業
に
お
い

て
は
退
職
金
制
度
の
見
直
し
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
と

に
中
小
企
業
で
は
退
職
金
制
度
が

整
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
ま
た
、

退
職
金
の
資
金
が
十
分
に
準
備
さ

れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
乙
と
な

ど
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
経
済
環
境

に
的
確
に
対
応
し
た
、
よ
り
健
全

な
退
職
金
制
度
の
確
立
が
一
層
強

く
望
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
の

従
業
員
福
祉
の
一
環
と
し
て
中
小

企
業
退
職
金
制
度
の
利
用
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

乙
の
制
度
は
、
法
律
に
よ
る
国

の
制
度
と
し
て
、
中
小
企
業
に
も

世
間
な
み
の
退
職
金
が
確
実
に
支

給
で
き
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
で
つ

く
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

〔
本
制
度
の
特
色
〕

川
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
将
来
多

額
の
退
職
金
を
確
実
に
支
給
す

る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

ω国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
確
実

で
す
。

ω退
職
金
に
は
国
の
補
助
が
つ
き

ま
す
。

制
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施

設
を
設
置
す
る
場
合
の
資
金
の

融
資
が
低
利
で
受
け
ら
れ
ま
す

則
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
共
済
掛

金
の
月
額
一

O
%以
内
で
二
百

円
を
限
度
と
し
て
市
の
補
助
金

が
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
本
制
度
は
自
社
の
退
職

金
制
度
と
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り

さ
ら
に
充
実
し
た
制
度
を
設
け
る

と
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す

平
素
ご
多
忙
な
中
小
企
業
経
営

者
の
皆
さ
ん
に
、
手
軽
で
安
全
な

だ
い
じ
よ
う
ぷ
?

一国
保
相
談

存

じ

ご

国
保
の
し
く
み
に
つ
い

て
説
明
し
て
く
だ
さ
い

国
保
(
国
民
健
康
保
険
)
の
し

く
み
は
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
う

と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

国
保
の
事
業
を
運
営
す
る
も

の
を
保
険
者
(
市
)
と
い
い
ま

す。
そ
し
て
、
職
場
の
健
康
保
険

に
入
っ
て
い
な
い
人
は
す
べ
て

国
保
に
加
入
す
る
乙
と
に
な
っ

て
い
て
、
乙
の
加
入
者
を
被
保

険
者
と
い
い
ま
す
。

被
保
険
者
は
、
保
険
税
を
納

め
る
義
務
を
負
い
ま
す
が
、
こ

の
保
険
税
が
、
私
た
ち
の
国
保

事
業
の
運
営
の
た
め
の
基
本
と

な
り
ま
す
。

被
保
険
者
に
な
る
と
「
国
民

健
康
被
保
険
者
証
(
ふ
つ
う
保

険
証
と
よ
ん
で
い
る
)
」
を
も

ら
い
、
私
た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ

で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

国
の
退
職
金
共
済
制
度
を
お
す
す

め
し
ま
す
・

全
国
防
犯
運
動
実
施
中

で

す

か

は
、
そ
の
窓
口
に
保
険
証
を
提

示
し
ま
す
。

保
険
で
診
療
を
行
う
病
院
や

診
療
所
を
保
険
医
と
い
い
、
乙

乙
で
診
療
を
受
け
る
と
、
そ
の

と
き
か
か
っ
た
診
療
費
全
体
の

三
割
を
自
分
で
負
担
し
ま
す
が

こ
れ
を
一
部
負
担
金
と
い
い
、

残
り
の
七
割
は
保
険
者
が
保
険

医
に
支
払
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

国
保
事
業
を
支
障
な
く
運
営

し
て
い
く
根
幹
は
、
被
保
険
者

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
に

あ
り
ま
す
。

保
険
税
は
期
限
内
に
必
ず
納

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
商
工
会
議
所
ま
た
は

市
商
工
観
光
課
へ
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※ 

下
水
道

街
の
顔
で
す

心

で

す

〈
工
事
中
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

不
燃
物
の
持
ち
出
し
は

決
め
ら
れ
た
物
を

決
め
ら
れ
た
日
に

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
不

燃
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
設

け
ら
れ
た
不
燃
物
集
積
所
に
、
決

め
ら
れ
た
日
に
持
ち
出
す
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
不
燃
物
の
出
し
方
に
つ

い
て
住
民
φ
関
心
が
非
常
に
高
ま

り
、
施
設
の
改
善
、
搬
出
物
の
チ

ェ
ッ
ク
、
持
ち
出
し
日
の
徹
底

・

指
導
な
ど
が
町
内
会
で
自
主
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が

自
分
た
ち
の
街
の
環
境
を
美
し
く

し
よ
う
と
す
る
努
力
と
地
域
住
民

の
願
い
が
、
こ
の
よ
う
な
形
と
な

っ
て
現
わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
乙
の
よ
う
に
健
全
な

住
民
意
識
を
う
ら
ぎ
る
よ
う
な
一

部
の
心
な
い
住
民
が
い
て
、
収
集

運
搬
し
た
直
後
か
ら
持
ち
出
す
な

ど
、
不
燃
物
集
積
所
な
ら
ぬ
ど
み

捨
場
と
い
っ
た
感
じ
さ
え
す
る
と

乙
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
厳
に
つ
つ

し
み
、
お
互
い
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ε

持
ち
出
し
自
に
、
つ
い
う
っ
か

り
し
て
忘
れ
た
場
合
は
、
次
の
収

集
日
ま
で
待
っ
て
持
ち
出
す
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

。
不
燃
物
集
積
所
に

持
ち
出
し
て
よ
い
も
の

ビ
ン
類
・
ガ
ラ
ス
く
ず
・
瀬
戸

物
破
損
品
・
空
カ
ジ
類
・
ト
タ

ジ
く
ず
・
金
属
製
家
具
類
で
す

4 

※
片
手
で
持
ち
運
べ
る
程
度
に
乙

ん
包
し
て
く
だ
さ
い
。

。
廃
土
、

ガ
レ
キ
類
は

廃
土
、
ガ
レ
キ
類
の
処
分
に

つ

い
て
お
困
り
の
家
庭
は
、
ト
ラ

ッ
ク
に
積
込
む
前
に
市
清
掃
課

へ
ど
相
談
下
さ
い。

清
掃
課

(森
園
町
)

雷
②
|
三
五
三
九

雷
②
|
二
八
一
四

|地

h買
価主
調 /J、

及
査

び
価
格
を
閲
覧

価
公
示
法
及
び
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
、
標
準
地
の
価
格
(
一

月
一
日
及
び
七
月
一
日
現
在
)
が

ぅ
...
 、‘，
=・z，‘、ご-・，，，‘，.2・‘，，e
，ご‘‘、，=
・=，‘、.・z，a，‘，
.. 2、，，te--a、，・'e'E、.J--a'g-z・・、，，z，r・、，Ja--，E、
.. 2・
.，，.22
、，，
-'eJ.、.
3

ご-e
，e
、.. 2-
.，，
.2
J、、，z-z，‘、.2・，，，‘=J-、，，.1J‘、，r-z，‘、.・z.
，，‘
tr・
、，，・・・J‘‘‘

叩

『

伊

盤

--E匝

圃

闘

共

同

募

金

運

動

実

施

中

三

百

四
十
三
万
六
千
円
で
す
。
叩

》

司

漕

温

駅

内
A
組
温

・

・

・

・

・

圃

な

お

、

昨

年

度

の

募
金
実
績
は

へ

J

Z
耐
震
叶
M

・E

・η

赤
い
羽
根
空
か
ら
届
く

川

、姐
閤

輔
露

阿

国

翻
潤
闘

わ

が

一

0
0
・
二
銘
の
好
成
績
を
収
め

~

~

一

即刻
;

語

調

?

対

控

十

月

一

日

か

ら

施
設
や
在
宅
老
人
、
心
身
障
害
の

身
障
施
設
な
ど
社
会
福
祉
事
業
費
叫

ぃ
;
白
F

&
f
h
制

赤

い

羽

根

共

同

募

人

々

の
た
め
に
H

た
す
け
あ
い
の
に
四
百
六
万
三
千
四
百
円
、
県
共
ル

d

薗
盟
圃
醒
置
轟
藍
園
田
園

自

Z
R露
首
・
H

金
運
動
が
始
ま
り
心
H

を
募
金
に
託
し
て
、
社
会
福
岡
募
金
会
か
ら
配
分
を
受
け
て
二

一
幽
・
・
圃
輔
副
・
・
圃
盟
関
瞳
閣
議
闘
腿
哩
畠
圃
圃
E
・
園
周

同
月

島

盟

国
園
闇
曹
闘
圃
・
・

0

ま
し
た
。

祉
に
直
接
参
加
す
る
国
民
運
動
で

ま

す

o

p
i
--聞箇圃
園
陸

1

・・・閤

制

或
圃
盟
国
圃

E
E
-
-

・σ

こ

の

運

動

は

、

す

。

皆

さ

ん

の

暖

い

ご

援

助

と

ど

協

~

ニ

ィ込
開

j
4寸
週

刊

剖

民

間

の
社
会
福
祉
本
年
度
の
本
市
の
目
標
額
は
、
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

刷

j
a
---mv'fい
-
i
'
F
!
iit
hγJilt-
一

-一、J''一‘-‘E--1，、.f・，
r
，-J一、JF・
2
・、f・・
'
t
j
-
・，r・・f、，-・
2
・、re--，
KE----
・r・
5-
、，・=..
 
，‘、
-・2・
，r・
5
・、J-1・'、.2
-J‘---
‘e，re--J、y
---
i、
fd，
，t
，----
、reth・、E-
e-z
，、f九，f，.f、J
'・，
.. EE--
e--
't
.f・

一
般
の
土
地
取
引
に
お
け
る
地

価
の
水
準
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地

公
表
さ
れ
、
土
地
取
引
価
格
の
目

安
と
な
っ
た
り
、
公
共
用
地
の
取

得
価
格
の
算
定
基
礎
資
料
な
ど
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
閲
覧
に
供
す
る
た
め

関
係
台
帳
を
市
企
画
部
用
地
課
に

備
え
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

な
お
、
標
準
地
は
、
宅
地
は
大

村
地
区
三
カ
所
、
西
大
村
地
区
ニ

カ
所
、
竹
松
地
区
三
カ
所
の
い
ず

れ
も
用
途
地
域
内
で
、
林
地
は
鈴

田
地
区
の
一
カ
所
、
合
計
九
カ
所

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

新

着

図

書

の

ご

案

内

九
月
の
空
(
高
橋
三
千
綱
)
夫
と

妻
の
た
め
の
老
年
学

(水
野
肇
)

管
絃
祭
(
竹
西
寛
子
)
回
想
の
太

宰
治
(
津
島
美
知
子
)
中
学
生
日

記
(
関
功
)
私
の
映
画
の
部
屋

(
淀
川
長
治
)
深
重
の
海
(
津
本

陽
)
現
代
青
年
の
意
識
と
行
動

(
吉
田
昇
)
広
島
・
長
崎
初
年
の

証
言
(
広
島
・

長
崎
の
証
言
の
会
〉

市

立

図

書

館

天
声
人
語
(
朝
日
新
聞
社
)
剥
が

さ
れ
た
仮
面
(
森
村
誠

一
)
皇
帝

の
い
な
い
八
月
(
小
林
久
三
)
伸

予
(
高
橋
授
一
郎
)
世
間
知
ら
ず

(
田
辺
聖
子
)
日
蔭
の
女

(
平
岩

弓
枝
)
北
条
政
子
(
永
井
路
子
)

わ
が
魂
永
遠
の
閣
に
(
西
村
寿
行
)

公
園
通
り
の
午
後
(
渡
辺
淳
一
)

完
全
犯
罪
の
座
標
(
森
村
誠
一
)

児

童

読

書

感

想

発

表

大

会

市
立
図
書
館
は
、
読
書
週
間
に

ち
な
ん
で
児
童
読
書
感
想
発
表
大

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
b

お
誘
い
合
せ
の
上
多
数
ど
来
聴

下
さ
い
。

日
時
十
月
三
十
日

午
後
二
時

市
民
会
館
三
階
ホ
ー
ル

会
場

出
演
者

市
内
小
学
校
推
せ
ん
者

二
十
人
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東長崎一大分空路開設

東軍国内航空の長崎一大分線が開設され、 10月1日

長崎空港で就航記念の初使行事が行われました。乙の

空路は両県が強く開設を望んでいたもので、従来、長

時聞かかっていた大分へも約40分で行けるようになり

ました。乙れで長崎空港からの空の便は 8路線にふえ

ました。

就航記念初便行事にぎわう

※ 

つ
33組に金杯など贈る

金婚おめでと

市は 9月29日、福祉センターに結婚50年を迎えた内

藤三次さん、イセさん夫婦ほか32組の金婚夫婦を招き

、金婚祝賀状、と記念のミ金杯、を高木市長が各カッ

プノレに贈りました。乙の制度は乙としで3年目です。

これからも 2人 3脚でもっと長生きして下さい。おめ

でとうどざいました。

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

南北

と若いもんミに負けません
老人スポーツ大会

第4田市老人スポーツ大会が10月百日、市営陸上競

技場で聞かれ、約 2，000人のお年寄りが参加しました

午前9時半、各地区ごとの入場行進があり、開会式、

長寿健康体操ののち競技に入りました。皆さん元気い

っぱいで、地区対抗輪なげリレーなど多彩な種目でに

ぎわい、楽しい 1日をすごしました。

森園緑地広場にヘリコプター
海上自衛隊のご好意で

森園緑地広場にヘリコプター(H88-2型)が設置

されました。乙れまで各地の航空隊で使用されていた

もので、南極観測隊で使用しているものと同じ型です

このへリは、海上自衛隊のど好意によるもので、全国

の樹木をそろえている同公園の、もう一つの教材とし

て、利用者の人気を集める乙とでしょう。西



※ 

し
尿
汲
取
り
刊
月
却
日
は
休
み
ま
す

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
電
気
工
事
の
た
め
)

11月の日曜・祭日当番医

日!診療科目|医院名 |所在地 |電話

31内 科!藤井内科 |吋 2-3878

5内 科 毛開一利

[内産婦周|…院 |一 5ト-8引83
外 科利I[中h島外科 |圃西三域町2ト-3羽87句5 

2札I~トμ同2札恥M山d4中じJ4霊司←|円南野医院 lTl3-3731
外・内科目崎医院 | ・13-1234

9|小児 科|出口医院 [守丁音 |2-2252
整形外科橋口整形外科|竹松本町5-8739

l内一医院 |問 -3032
産婦人科|中央産婦人科|杭出津郷2-3850

61内 科1|朝長医院 IW惜問問宇暗開押昔引町1:寸
皮膚 科佐伯医院 |武部 !怯2ト-4羽33叫0削| 
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注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

り

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
、
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談

が
あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人

な
ど
お
気
軽
に
ど
利
用
下
さ
い
。

お おむ市政だより(5) 

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

11月の健康相談日程

日トー~一一一室 | 
|9:00"""11: 00 I 13:00--16:0o I 

1|乳幼児相談 |妊婦教室(第1回〉

6 1 妊婦 相談 |一般健康相談

151乳幼児相談 |妊婦教室(第2回)

2o 1妊婦相談 |一般健康相談 !

I~2 しJ一一一| 妊婦教室(第3回) !
129し----------1妊婦教室(第4回)1

※
第
二
回
妊
婦
教
室
を
第
三
週
目

に
変
更
し
て
い
ま
す
。

-
3歳
児
検
診

対
象
昭
和
五
十
年
四
月
生
ま
れ

の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
四
十

九
年
十
月
か
ら
五
十
年
三
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
、
ま
だ

検
診
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
十
月
二
十
六
日

午
前
九
時

t
十
時
、
午
後
一
時

t
二
時
(
受
付
)

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

-
無
料
血
液
型
判
定

不
慮
の
災
害
時
、
緊
急
の
献
血

時
に
、
白
頃
自
分
の
血
液
型
を
知

っ
て
い
る
こ
と
は
大
切
な
乙
と
で

す。
大
村
ラ
イ
オ
ジ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

血
液
型
判
定
(
無
料
)
を
行
い
ま

す
の
で
、
多
数
お
い
で
下
さ
い
。

日
時
十
月
二
十
七
日

午
後
一
時
三
十
分

t
三
時

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

場
所講

習

会

-
木
版
画
に
よ
る

手
づ
く
り
年
賀
状
教
室

毎
年
好
評
の
、
つ
く
っ
て
楽
し

い
も
ら
っ
て
嬉
し
い
木
版
画
に
よ

る
「
手
づ
く
り
年
賀
状
教
室
」
を

開
き
ま
す
。

期
間
十
一
月
七
日

t
十
二
月
十

一
一
日
(
毎
週
火
曜
日
、
午
後
七

時

t
九
時
、
六
回
〉

場
所
中
央
公
民
館

対

象

成

人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
自
己

負
担
)

講
師
放
虎
原
小
学
校
長

岩
永
憲
治
先
生

申
込
電
話
で
受
付
け
ま
す

申
込
先
中
央
公
民
館

雷
②
l
四
三
二
一

試

験

-
危
険
物
取
扱
者

試
験
と
準
備
講
習
会

試
験
日

甲
乙
丙
種

願
書
受
付
期
間

十
月
三
十
日

t
十
一
月
六
日

受
験
準
備
講
習
会

甲
乙
種
十
一
月
十
六
日
・
十

七
日
、
午
前
九
時

1
午
後
四

時
、
大
村
市
農
協
会
館

丙
種
十
一
月
十
九
日
(
日
)

午
前
九
時

t
午
後
四
時

労
働
会
館

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署
(
曾
②

ー
四
一
一
一
一
八
)
へ

各
会
場
と
も
駐
車
場
が
狭
く
車

は
ど
遠
慮
下
さ
い
。

十
二
月
三
日
(
日
)

募

集

圃
私
立
幼
稚
園
児

市
内
の
私
立
幼
稚
園
三
園
で
は

来
年
度
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日

ま
で
に
生
れ
た
人

願
書
配
布
十
月
二
十
五
日
か
ら

願
書
受
付
十
一
月
一
日

※
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
へ

星
美
幼
稚
園
(
水
主
町
六

O
九
の

七
・
曾
②
l
二
四
七
三
)

聖
母
幼
稚
園
(
植
松
二
丁
目
七
二

二
の
四
・
曾
②
|
二

O
四
八
)

向
陽
幼
稚
園
(
西
三
城
町
一
六
・

雷
③
|
四
八
二

O
)

-
読
書
感
想
文

市
立
図
書
館
は
、
秋
の
読
書
週

間
行
事
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お

り
読
書
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
一
般
社
会
人
(
市
内

在
住
者
)

子

l
マ
題
名
は
自
由
(
読
書
感

想
、
読
書
生
活
、
そ
の
外
読
書

に
関
す
る
も
の
)

原
稿
枚
数
四
百
字
詰
五
枚
程
度

応
募
方
法

凶
作
品
は
一
人
一
点
と
す
る

同
作
品
の
前
に
題
名
、
住
所
、
氏

名
、
性
別
(
読
書
感
想
文
に
は

文
の
終
り
に
書
名
・
著
者
名
)

を
記
入
の
こ
と

的
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

※
優
れ
た
作
品
は
「
読
書
感
想
文

集
」
に
登
載
し
て
、
そ
の
文
集

な
ら
び
に
記
念
品
を
贈
呈
す
る

応
募
締
切
日
十
一
月
三
十
日

送
付
先
武
部
郷
三
二
三

市
立
図
書
館

~
放
射
線
照
射
食
品
は
↑

-
返
品
・
回
収
ず
み
で
す
一

一
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
放
一

一
射
線
を
照
射
し
た
食
品
は
、
市
一

~
内
に
お
い
て
は
返
品
・
回
収
ず
一

…
み
で
す
が
、
一
応
製
品
名
を
お
…

一

知

ら

せ

し

ま

す

。

一

一
④
和
光
堂
ベ
ビ

l
フ
l
ド
「
栄
一

一
養
野
菜
ス

l
プ
」
四
八
グ
ラ
ム
一

↑
紙
箱
入
、
「
牛
肉
と
野
菜
」
三

υ一

~
グ
ラ
ム
紙
箱
入
、
「
プ
ロ
テ
ィ
…

…
ジ
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」
一
四
八
グ
ラ
一

一
ム
紙
箱
入
川
雪
印
ベ
ビ
]
フ

l
一

一
ド
「
野
菜
ス

l
プ
」
二

O
グ
ラ
一

一
ム
箱
入
④
キ
ュ
ー
ピ
ー
ベ
ピ

l
-

↑フ

l
ド
「
野
菜
ス

l
プ
」
四

O
一

一
グ
ラ
ム
箱
入
④
ヵ
、
不
ボ
ウ
ハ
ジ
…

一パ

I
グ
焼
そ
ぼ
「
ノ
ジ
フ
ラ
イ
」
一

一

以

上

の

品

で

す

。

一

一
※
お
問
合
せ
は
商
工
観
光
課
へ
一



(6) 

も
よ
お
し

り

-
中
央
公
民
館

グ
ル
ー
プ
作
品
展

お お む

中
央
公
民
館
の
教
室
が
動
機
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
日
ご
ろ
の
成
果
を
展
示
発
表
す

る
と
共
に
、
グ
ル
ー
プ
相
互
の
交

流
を
図
る
グ
ル
ー
プ
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。

秋
の
ひ
と
と
き
を
、
お
楽
し
み

下
さ
い
。

期
間
十
一
月
二
日

t
五
日
(
午

前
九
時

t
午
後
四
時
三
十
分
)

場
所
中
央
公
民
館

展
示
油
絵
・
写
真
・
リ
ボ
ン
フ

市政だより昭和53年10月15日
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ラ
ワ

l
・
木
彫
・
墨
絵
・
書
道

手
芸
・
母
と
子
の
絵
画
・
組
ひ

も
・
孔
版
画
(
ガ
リ
パ
ン
)

※
手
づ
く
り
お
や
つ
の
喫
茶
室
も

設
け
ま
す
。

-
秋
の
合
同

グ
ル
ー
プ
展

中
地
区
公
民
館
で
、
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
、
秋
恒
例
の
合
同

グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
十
一
月
三
日

t
五
日
(
午

前
九
時

t
午
後
五
時
)

場
所
中
地
区
公
民
館

参
加
グ
ル
ー
プ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
・
和
裁
・
あ
ざ
み
(
料
理
)

油
絵
・
陶
芸
・
中
地
区
俳
句
会

交
通
事
故
相
談

一

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

日
時
十
月
二
十
四
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

-
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

一

(

毎

月

第

四

水

曜

日

)

~三j

人
権
(
身
の
上
)
相
談

(
毎
月
第
一
木
曜
日
)
一

日
時
十
一
月
二
日

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午
一

行
っ
て
い
ま
す

お
と
に
ご
相
談
下
さ
い

大
村
友
の
会
・
峰
友
会
(
書
道
)

安
達
式
・
池
坊
・
茶
実
会
・
裏

千
家
・
宗
偏
流
・
フ
ラ
ン
ス
刺

し
?
っ
・
手
芸
・
墨
影
会

日
時
十
月
二
十
五
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

-
秋
季
慰
霊
祭

長
崎
県
殉
国
者
秋
季
慰
霊
祭
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
拝

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

館

映

画

招

待

マ

向

陽

高

校

一

華
道
部
(
小
玉
智
子
部
長
ほ
か
一

を

大

村

子

供

の

家

に

十

五

人

)

生

花

二

十

三

杯

マ

一

一

一
香

典

返

し

一
敬

称

略

一

般

香

村

一
敬

称

略

清

和

国

へ

大

村

湾

東

部

漁

業

協

同

組

合

ボ

一

マ
大
村
岳
精
会
(
杉
田
龍
玉
会

l
ト
場
売
庖
(
本
浦
稔
組
合
長
一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

社

会

福

祉

事

業

費

へ

長

)

大

村

吟

道

大

会

招

待

マ

ほ

か

)

昼

食

招

待

一

一

マ

延

寿

寺

ク

マ

(

諏

訪

二

丁

目

マ

大

村

高

等

学

校

二

年

五

組

片

町

民

踊

ク

ラ

ブ

(

松

尾

和

子

一

市
致
図
書
館
へ

a

一

・

亡

夫

政

人

)

五

万

円

マ

宮

七

万

五

千

六

十

四

円

さ

ん

ほ

か

四

人

)

民

踊

慰

問

と

一
園
始
(
水
主
町
・
亡
妻
サ
キ
)
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
五
千
円
マ
大
村
民
踊
協
会
マ
中
央
企
業
有
限
会
社
(
中
尾
一

一
五
万
円
マ
山
崎
フ
ジ
エ
(
松
マ
浦
田
フ
ミ
(
日
泊
郷
)
子
供
(
本
竹
良
子
会
長
ほ
か
十
人
)
博
一
代
表
)
図
書
四
百
三
十
四
一

一

並

一

丁

目

・

亡

夫

巌

)

一

一

一

万

円

用

綿

入

れ

は

ん

て

ん

と

金

一

封

民

踊

慰

問

と

一

万

円

マ

八

木

冊

一

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
忠
霊
塔
付
近
の

道
路
は
一
般
車
両
の
通
行
を
一
部

制
限
し
ま
す
の
で
‘
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
日

場
所
長
崎
県
忠
霊
塔

-
引
空
廠

殉
職
者
慰
霊
祭

本
年
は
三
十
四
回
忌
で
す
。

ど
遺
族
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

関
係
者
多
数
の
参
拝
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時

場
所

十
月
二
十
二
日
(
日
)

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

慰
霊
塔
公
園

(
市
内
協
和
町
)

-
農
林
水
産
ま
つ
り

市
内
の
農
林
漁
業
者
が
相
互
理

解
と
強
固
な
連
帯
意
識
を
盛
り
上

げ
、
更
に
地
域
住
民
に
深
い
理
解

と
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
第
一
次

産
業
従
事
者
の
地
位
の
向
上
と
暮

ら
し
の
安
定
を
図
り
、
か
つ
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
を
目

的
と
し
、
次
の
と
お
り
農
林
水
産

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

相
撲
大
会

日
時
十
月
二
十
九
日
(
日
)

場
所
大
村
市
農
協
相
撲
場

量
林
水
産
物
の
品
評
会
、
展
示
即

売
、
畜
産
共
進
会
、
生
活
展
、
小

学
生
作
品
展
、
盆
栽
展

日
時
十
一
月
二
十
五
・
二
十

六
日

大
村
市
農
協
会
館
周
辺

場
所

園
子
ど
も
ま
つ
り

内
容
風
船
わ
り
、
ボ
l
ル
け
り

仮
装
行
列
ほ
か

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

日
時
十
月
二
十
二
日
(
日
)

午
前
十
一
時

t
午
後
三
時
ま
で

(
雨
天
の
場
合
は
中
止
)

場
所
森
国
公
園

対
象
子
供
か
ら
一
般
成
人
ま
で

参
加
料
無
料

※
詳
し
く
は
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局
(
曾
③
|
七

O
六
三
)
へ

-
第

1
回

N
K
D
T
A
祭

日
時
・
十
月
二
十
一
日
(
土
)

午
後
二
時

t
五
時

・
十
月
二
十
二
日
(
日
)
午
前

九
時

t
午
後
五
時

場
所
西
九
州
歯
科
技
工
専
門
学

校

主
催
生
徒
会

内
容
講
演
会
、
作
品
展
示
、
映

画
、
パ
ザ
l
、
コ
ン
サ
ー
ト
ほ

A
M
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